
１
月
８
日
（
日
）、
町
営
第
２
グ
ラ
ン
ド
で
瑞
穂
町
消
防
団
出
初
式
を
開
催
し

ま
し
た
。
令
和
元
年
度
に
女
性
消
防
団
員
制
度
を
導
入
し
て
か
ら
４
年
ぶ
り
の

屋
外
開
催
で
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
多
く
の
方
に
見
学
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

当
日
は
、
４３
名
の
来
賓
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
副
団
長
に
よ
る
開
式
の
辞
で

始
め
、
団
旗
敬
礼
、
人
員
報
告
、
閲
団
及
び
機
械
器
具
点
検 

を
行
い
ま
し
た
。
総
勢
１３０
名
の
団
員
達
は
規
律
あ
る
整
列
、 

行
動
を
見
せ
分
列
行
進
を
行
い
ま
し
た
。 

全
分
団
の
ポ
ン
プ
操
法
に
よ
る
５
種
類
の
カ
ラ
ー
放
水
は
、 

青
空
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
格
別
の
光
景
で
し
た
。 

式
の
後
半
に
は
、
４７
名
の
団
員
へ
消
防 

任
務
達
成
の
功
績
を
た
た
え
表
彰
を
行 

い
ま
し
た
。
ま
た
、
福
生
消
防
署
長
よ 

り
第
４
分
団
へ
、
三
多
摩
消
防
団
連
絡
協 

議
会
会
長
よ
り
第
３
分
団
へ
日
頃
の
消
防 

団
活
動
に
対
す
る
優
良
分
団
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

（
担
当 

本
部
） 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

   
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

                

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

                             

令
和
５
年
瑞
穂
町
消
防
団
出
初
式 

 

春の火災予防運動

令和５年２月 

第 １８ 号 
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１１
月
９
日
（
水
）
か
ら
１５
日
（
火
）
に
か
け
て
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施

致
し
ま
し
た
。 

秋
の
火
災
予
防
運
動
は
、
空
気
の
乾
燥
で
火
災
が
起
き
や
す
く
な
る
こ
の
時
季

に
実
施
し
、
本
部
及
び
各
分
団
が
１９
時
３０
分
か
ら
２１
時
ま
で
瑞
穂
町
全
域
を
ポ

ン
プ
車
で
警
戒
に
あ
た
り
ま
す
。 

こ
の
運
動
は
、
町
民
の
皆
様
に
火
の
取
扱
い
や
火
の
元
の
確
認
等
の
防
災
に
対

す
る
意
識
を
再
確
認
し
て
頂
き
、
火
災
を
予
防
し
、
町
民
の
皆
様
の
生
命
、
財
産

を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
町
か
ら
支
給
い
た
だ
い
た
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
を
使
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
詰
所
に
い
る
団
員
も
ポ
ン
プ
車
の
様
子
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
益
々
寒
く
な
り
、
ス
ト
ー
ブ
等
の
暖
房
器
具
の
使
用
頻
度
も
増
え
る

た
め
、
使
用
の
際
は
火
の
元
に
十
分
に
注
意
し
、
火
災
予
防
へ
の
再
確
認
の
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
我
々
消
防
団
も
、
皆
様
が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う

日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。 

 
 
  

 
(

担
当 

３
分
団) 

 

                             

                             

秋
の
火
災
予
防
運
動 

 

１０
月
２３
日
（
日
）、
消
防
団
総
合
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
の
活
動
は
、
２
年
に
一
度
行
っ
て
お
り
、
実
際
の
火
災
を
想
定
し
た
訓
練
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
火
災
場
所
（
訓
練
）
は
随
時
知
ら
さ
れ
る
と
い
っ
た
内
容
で
、
今
回

は
、
最
初
に
西
多
摩
衛
生
組
合
（
羽
村
市
）
に
全
分
団
出
動
し
て
消
火
活
動
、
後
方

支
援
に
当
た
っ
た
分
団
が
、
み
ず
ほ
エ
コ
パ
ー
ク
へ
移
動
し
て
消
火
活
動
を
行
い
ま

し
た
。 

様
々
な
想
定
、
１
線
放
水
か
ら
２
線
放
水
、
火
災
現
場
で
の
迅
速
な
行
動
、
状
況

判
断
等
、
各
分
団
が
人
員
配
置
を
考
え
、
個
々
が
何
を
す
る
べ
き
か
を
改
め
て
考
え

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

訓
練
に
伴
い
、
東
京
消
防
庁
福
生
消
防
署
よ
り
ご
指
導
、
講
評
を
い
た
だ
き
、
瑞

穂
町
消
防
団
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
担
当 

２
分
団
） 

消
防
団
総
合
訓
練 



１２
月
４
日
（
日
）、
福
生
消
防
署
と
瑞
穂
町
消
防
団
で
共
同
し
て
林
野
火
災
対
応
訓
練

が
六
道
山
公
園
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
林
野
火
災
を
想
定
し
て
実
践
的
な

初
動
対
応
及
び
消
火
訓
練
を
実
施
し
、
消
防
活
動
能
力
を
高
め
て
林
野
火
災
に
よ
る
被
害

の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
各
分
団
が
連
携
し
た
遠
距
離
送
水
要
領
の
習
得
、
林
野
火
災
に
対
応
し

た
各
種
放
水
の
体
得
、
背
負
い
式
消
火
ポ
ン
プ
に
よ
る
放
水
、
チ
エ
ン
ソ
ー
の
取
扱
い
操

作
に
つ
い
て
実
施
し
ま
し
た
。 

消
火
活
動
を
す
る
際
、
火
を
消
す
た
め
に
必
要
な
水
の
確
保
と
火
元
を
見
極
め
た
放
水

が
重
要
で
す
が
、
林
野
火
災
の
場
合
、
延
焼
が
拡
大
し
長
時
間
燃
え
続
け
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
長
時
間
放
水
に
対
応
し
た
活
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
消
防
ポ
ン
プ
車

に
よ
る
放
水
は
も
ち
ろ
ん
、
団
員
そ
れ
ぞ
れ
が
背
負
い
式
消
火
ポ
ン
プ
や
チ
エ
ン
ソ
ー
な

ど
を
駆
使
し
た
機
動
性
の
あ
る
活
動
も
大
事
と
な
り
ま
す
。 

林
野
火
災
に
限
ら
ず
、
各
分
団
の
連
携
の
た
め
に
、
現
場
の
状
況
把
握
と
情
報
共
有
を

相
互
に
行
い
、
そ
の
状
況
に
対
応
し
た
消
防
資
機
材
の
選
択
と
使
用
、
そ
し
て
一
番
大
事

な
の
は
団
員
の
安
全
確
保
を
最
優
先
し
て
活
動
を
行
う
こ
と
で
す
。
そ
の
重
要
性
を
再
確

認
で
き
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
担
当 

１
分
団
） 

                             

                             

歳
末
特
別
警
戒 

火
災
の
発
生
が
多
く
な
る
年
末
年
始
、
町
民
の
皆
様
に
安
心
し
て
新
年
を
迎

え
て
い
た
だ
く
た
め
、
歳
末
消
防
特
別
警
戒
を

月

日
か
ら

月

日
ま

で
、
各
分
団
持
ち
回
り
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。 

 

日
に
は
第
４
分
団
詰
所
に
て
、
杉
浦
町
長
・
田
村
都
議
・
清
水
都
議
・
水

越
署
長
の
激
励
を
受
け
、
見
守
ら
れ
る
中
で
警
戒
活
動
を
い
た
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
昔
、
拍
子
木
を
鳴
ら
し
、
「
火
の
用
心
、
マ
ッ
チ
一
本
火
事
の
元
」
と

言
う
掛
け
声
で
夜
回
り
を
し
て
い
た
事
を
今
年
度
の
防
火
標
語
「
お
出
か
け
は 

マ
ス
ク
戸
締
り 

火
の
用
心
」
と
と
も
に
行
い
ま
し
た
。 

 

激
励
の
後
、
担
当
部
長
、
班
長
そ
し
て
団
員
が
ポ
ン
プ
車
に
て
詰
所
を
出
発

し
、
町
内
巡
回
広
報
を
始
め
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
の
お
耳
に
は
届
き
ま
し

た
で
し
ょ
う
か
。 

昔
か
ら
変
わ
ら
ず
、
消
防
団
活
動
に
対
す
る
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

に
団
員
一
同
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
  

 
(

担
当 

４
分
団) 

  

林
野
火
災
消
防
演
習 



                             

       

文
化
財
消
防
演
習 

１
月
２２
日(

日)

に
文
化
財
消
防
演
習
が
３
年
ぶ
り
に
元
狭
山
神
社
に
て
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

演
習
で
は
、
火
災
を
発
見
し
た
氏
子
の
方
が
１
１
９
番
通
報
を
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
通
報
を
受
け
て
か
ら
消
防
団
な
ど
が
到
着
す
る
前
に
、
消
火
器
を
使
い

初
期
消
火
を
す
る
な
ど
も
し
て
お
り
ま
し
た
。 

 

消
防
団
到
着
後
は
本
部
の
指
示
の
も
と
、
防
火
水
槽
か
ら
水
を
く
み
上
げ
、
消

防
署
隊
と
連
携
し
て
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

元
狭
山
神
社
は
大
正
７
年
に
社
号
が
付
い
た
木
造
の
建
物
で
す
。
木
造
の
家
屋

は
空
気
が
乾
燥
す
る
冬
場
に
は
周
囲
の
建
物
に
も
延
焼
す
る
可
能
性
が
高
い
為
、

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

昨
年
、
町
田
市
の
高
蔵
寺
か
ら
出
火
し
、
本
堂
な
ど
が
全
焼
し
た
と
い
う
事
も

記
憶
に
新
し
い
と
思
い
ま
す
。 

貴
重
な
建
物
を
失
わ
な
い
様
に
町
内
の
方
に
は
火
の
元
を
十
分
注
意
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
消
防
団
も
そ
の
様
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
迅
速
な
消
火
活
動
が

出
来
る
よ
う
に
訓
練
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

（
担
当 
５
分
団
） 

災
害
情
報
メ
ー
ル
配
信 

町
で
は
町
民
へ
災
害
や
火
災

が
発
生
し
た
時
に
メ
ー
ル
の 

配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
左
の

Q

R

コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
ご
登
録
を

し
て
下
さ
い
。 

メールアドレス 

mizuho.saigai 

@mpme.jp 

村
田
健
二
団
長 

藍
綬
褒
章
を
受
章 

広
報
誌
編
集
委
員 

本 

部 

川
嶋
浩
康 

副
団
長
・
日
置
高
朗 

副
団
長 

１
分
団 

小
野
裕
輝 

部
長
・
児
玉
洋
平 

班
長 

２
分
団 

根
岸
智
也 

部
長
・
榎
本
竜
也 

部
長 

３
分
団 

吉
岡 

聡 

部
長
・
尾
作
真
一 

部
長 

４
分
団 

濵
本
賢
吾 

部
長
・
三
浦 

卓 

部
長 

５
分
団 

加
村
嘉
章 

部
長
・
細
渕
通
秀 

部
長 

消
防
団
事
務
局
（
役
場 

安
全
・

安
心
課
内
）
☎
０
４
２
（
５
５
７
）
７
６
１
０ 

 

こ
の
度
、
瑞
穂
町
消
防
団
村
田
健
二
団
長
が
令
和
４
年
秋
の
褒
章
に
て
、

藍
綬
（
ら
ん
じ
ゅ
）
褒
章
を
受
章
い
た
し
ま
し
た
。 

藍
綬
褒
章
は
、
多
年
消
防
業
務
に
従
事
し
、
そ
の
功
労
が
顕
著
な
現
役

消
防
団
員
に
対
し
て
、
天
皇
か
ら
授
与
さ
れ
る
栄
典
で
あ
り
ま
す
。 

村
田
団
長
は
、
平
成
元
年
４
月
に
入
団
し
て
以
来
33
年
間
、
地
域
防
災

に
尽
力
し
続
け
て
来
ら
れ
ま
し
た
。 


